
  
  

平成 22 年 11 月 9 日、多治見市笠原町「笠原の森」において、多治見市立笠原中学校の 3 年生 116 名が、

“森の利用者が迷うことなく安全に歩くことができる道”を目指して、歩道および周辺の整備を行いました。

冬空の下、NPO 法人鎮守の森メンバーや行政職員の支援のもと、生徒が熱心に整備作業に励み、階段や案

内看板などが多数完成しました（活動成果は以下のとおり）。 

■日  時：平成 22 年 11 月 9 日（火） 13：30～15：20 

■場  所：多治見市笠原町「笠原の森」 

■参 加 者：（主体）笠原中学校（3 年生 116 名、先生 7 名） 
（支援）NPO 法人鎮守の森（4 名）、多治見市役所（4 名）、 

国土交通省 多治見砂防国道事務所（23 名）ほか  （合計 43 名） 
      （協賛）かさはら K-MAP の会 

■活動内容：1）歩道整備（延長 36m） 
と成果 2）階段設置（長さ 1m の階段：30 段、長さ 2m の階段：2 段） 

      3）方向案内看板の設置（4 基） 
      4）森の入口案内看板の支柱の建込み（1 基）、看板の製作（屋内作業） 
      5）急傾斜地への立入り禁止柵（ロープ柵）の設置（延長：230m） 
      6）ベンチ設置（3 基） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・活動概要・・・ 

―作成者・お問い合わせ先― 

国土交通省 中部地方整備局 

多治見砂防国道事務所 

〒507-0023 

岐阜県多治見市小田町 4-8-6 

TEL：(0572)25-8020 

http://www.cbr.mlit.go.jp/tajimi/
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